
申し込み 申し込み 申し込み 申し込み 申し込み 申し込み 申し込み

内定者 内定者 内定者 内定者 内定者 内定者 内定者

68 168 26 18 6 3 289

59 132 24 18 4 3 240

66 121 21 16 8 1 233

56 86 21 14 8 1 186

52 88 15 11 2 2 170

44 70 13 10 2 1 140

50 96 20 13 3 2 184

46 77 16 13 3 2 157

29 92 20 11 3 0 155

25 70 16 11 3 0 125

62 108 27 24 3 0 224

49 81 23 17 3 0 173

50 98 18 18 1 0 185

44 65 13 14 1 0 137

377 771 147 111 26 8 1440

323 581 126 97 24 7 1158

17 219

合計 416 587 170 164 125 158 1620

西日暮里 59 84 19 20 20

19 159

東日暮里 62 61 17 13 10 38 201

西尾久 43 57 17 15 8

11 197

東尾久 42 69 11 18 21 22 183

町屋 60 85 23 11 7

33 397

荒川 58 87 41 44 16 18 264

南千住 92 144 42 43 43

５歳児 合計

募集
枠

募集
枠

募集
枠

募集
枠

募集
枠

募集
枠

募集
枠

４歳児　　クラス

地域

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児

№８８９ ２０２４年２月４日
日本共産党荒川区議会議員団

区役所控室 ３８０２－４６２７

☆横山事務所

荒川区町屋５－３－５

℡&fax ３８９５－０５０４

２
月
１
日
の
福
祉
区
民
委
員

会
に
「
町
屋
地
区
（
町
屋
４
丁

目
付
近
）
ふ
れ
あ
い
館
の
基
本

設
計
」
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
当
初
の
「
ふ
れ
あ
い

館
構
想
」
で
町
屋
２
３
４
丁
目

は
空
白
、
し
か
し
議
会
で
の
質

問
要
望
な
ど
通
じ
て
２
０
０
８

年
の
ニ
ュ
ー
プ
ラ
ン
で
町
屋
４

丁
目
付
近
が
加
わ
り
ま
し
た
。

16
年
か
か
り
ま
し
た
が
、
よ

う
や
く
土
地
の
確
保
と
基
本
設

計
が
で
き
ま
し
た
。

《
基
本
設
計
案
の
概
要
》

▽
敷
地
面
積
８
１
５
㎡

延
床
面
積
約
１
６
０
０
㎡

▽
地
上
４
階
建
て

▽
主
な
機
能

洋
室
、
調
理
会
議
室
、
い
こ

い
室
、
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
多

目
的
室
、
創
作
室
、
プ
レ
イ
ル
ー

ム
、
親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
、

音
楽
室
、
防
災
備
蓄
倉
庫
、
ミ

ニ
備
蓄
倉
庫
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ
な
ど（

左
平
面
図
参
照
）

防
災
備
蓄
倉
庫
・
完
全
防

音
の
音
楽
室
な
ど
特
徴

こ
の
ふ
れ
あ
い
館
用
地
は
、

ち
ょ
う
ど
不
燃
化
特
区
・
町
屋

２
３
４
丁
目
の
真
ん
中
に
位
置

し
、
防
災
機
能
の
強
化
も
期
待

さ
れ
ま
す
。
区
の
説
明
で
は
、

ミ
ニ
備
蓄
に
加
え
て
、
一
定
規

模
の
防
災
備
蓄
倉
庫
を
備
え
る

計
画
で
す
。
ま
た
、
音
楽
室
は
、

完
全
防
音
施
設
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
８
年
・
４
年
後
の

開
館
予
定

今
後
の
計
画
は
、
２
０
２
５

年
度
実
施
設
計
、
２
０
２
６
年

〜
２
０
２
８
年
建
設
工
事
・
開

館
の
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
住
民
の

声
を
広
く
聞
き
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
の
機
能
や

防
災
機
能
の
強
化
が
必
要
で
す
。

定例法律相談
２月５日（月）
３月４日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
ひ
も
付

け
ら
れ
た
健
康
保
険
証
の
情
報

が
、
住
民
基
本
台
帳
と
一
致
し

な
い
ケ
ー
ス
が
、

ま
だ
87
万
件
あ
ま

り
」
「
『
マ
イ
ナ

保
険
証
』
は
去
年

4
月
に
６
．
29
％

だ
っ
た
利
用
率
が
、

先
月
は
４
．
29
％

ま
で
低
下
」
と
の

報
道
。
政
府
の
対

策
は
、
「
医
療
機

関
が
利
用
率
を
上

げ
た
場
合
は
支
援
金
を
支
給
』

…
な
ど
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

利
便
性
が
悪
い
か
ら
使
わ
な
い

の
に
、
利
用
者
で
は
な

く
医
療
機
関
に
金
を
出

す
っ
て
、
や
は
り
お
か

し
い
で
す
ね
。
国
民
の

命
に
か
か
わ
る
問
題
で

あ
り
、
年
内
の
健
康
保

険
証
の
廃
止
は
、
止
め

る
べ
き
だ
と
あ
ら
た
め

て
感
じ
て
い
ま
す
。

横
山
幸
次

認可保育園等の、４月入園の一次申し込み状況が発表されまし

た（下表）。申し込み数は昨年より71名増加し、1,440名です。４

・５歳児は横ばい、０・２歳児は20～30名程度増加で、１歳児は

なんと約100名増。３歳児のみ、約30名減少でした。

募集枠は1,620ですが、入園不承諾も282名になっています。

「育休延長の希望」を除いても、100名以上が不承諾になっている

ようです。また、１歳児はすべての地域で

申し込み超過、２・３歳児が申し込み超過

となった地域もあります。引き続き保育環

境の整備は課題です。



運行日数 １２３日

登録者数 １３１名

予約件数 ９１件

利用者数 １０２名

1日当たり利用者 0.83人／日

デマンドタクシー実証運行実績

（2023年12月末）

現状 提案 現状 提案

6時台 １便 １便 １便 １便

7時台 ３便 ３便 １便 なし

8時台 ２便 ２便 １便 ２便

9時台 ２便 １便 ２便 １便

10時台 ２便 ２便 １便

11時台 ２便 ２便 ２便

12時台 ２便 ２便 １便

13時台 ２便 ２便 ２便

14時台 ２便 ２便 １便

15時台 ２便 ２便 ２便

16時台 ２便 ２便 １便

17時台 ２便 １便 ２便 １便

18時台 ２便 １便 １便 なし

19時台 ２便 １便 ２便 １便

20時台 ２便 ２便

21時台 １便 なし

コミュニティバスさくら

左回り 右回り

なし

なし なし

１
月
26
日
、
第
７
回
荒
川

区
地
域
公
共
交
通
会
議
が
開

催
さ
れ
、
「
町
屋
デ
マ
ン
ド

交
通
実
証
実
験
」
と
「
さ
く

ら
・
汐
入
さ
く
ら
の
減
便
」

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
デ
マ
ン
ド
交
通

は
、
「
町
屋
さ
く
ら
の
代
替

え
」
と
い
う
ふ
れ
こ
み
で
、

区
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
、

沿
線
町
会
・
自
治
会
説
明
、

案
内
チ
ラ
シ
６
千
枚
配
布
、

病
院
・
高
齢
者
施
設
な
ど
に
置

き
チ
ラ
シ
な
ど
行
っ
て
き
ま
し

た
。
つ
い
に
初
回
無
料
乗
車
券

付
き
チ
ラ
シ
を
１
０
０
０
枚
配

布
を
配
布
。
し
か
し
、
肝
心
の

町
屋
６
丁
目
団
地
の
協
力
が
得

ら
れ
無
い
ま
ま
で
、
１
日
20
人

の
目
標
ど
こ
ろ
か
平
均
０
．
８

人
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

区
は
、
当
初
総
事
業
費
９
０

０
万
円
、
内
運
賃
収
入
２
０
０

万
円
、
区
の
負
担
７
０
０
万
円

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
全

額
区
負
担
に
な
り
そ
う
で
す
。

３
月
で
実
証
運
行
は
終
了
し
ま

す
。
結
果
は
見
え
て
お
り
、
た

だ
ち
に
検
証
す
べ
き
で
す
。
こ

ん
な
無
駄
は
当
初
よ
り
予
測
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

町
屋
さ
く
ら
存

続
に
こ
そ
お
金

を
出
す
べ
き
で

し
た
。

消
費
者
物
価
指
数
２
０

２
３
年
分
が
公
表
、
「
食

料
」
指
数
を
み
る
と
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
前
の
２
０
１
２

年
を
１
０
０
と
す
る
と
、

２
０
２
３
年
は
１
２
７
．

６
。
食
料
は
約
３
割
も
値

上
が
り
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
副
作
用
。
低
金
利
継
続
、

円
安
イ
ン
フ
レ
が
止
ま
り

ま
せ
ん
。
や
は
り
こ
こ
を

変
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

荒川区内の地域公共交通の議論の中で区

当局は、区内は、平坦で鉄道、バスの利便

性もあり「交通不便地域はない」という主

張を繰り返してきました。町屋さくら復活

を求める要望に対してもその主張で拒否しています。

実際はどうでしょうか。これまで、町屋地域の５・６・７

・８の特に隅田川沿いが公共交通が不便な地域だと指摘して

きました。今回、区内全域の交通マップ（上地図参照）を見

ると公共交通不便地域は、はっきりとしています。

さくら、汐入さくらは、減便でなく生活スタイルに合わせ

た便数の確保が必要です。同時に、交通マップからも町屋、

尾久、東日暮里の各地域がどう見ても公共交通不便地域です。

町屋さくらの復活はじめ地域公共交通網の整備がやはり必要

です。運行経費の赤字分を補てんしている台東区、文京区の

コミュニティバスも昨年10月から一部減便になっています。

住民の移動の自由を保障するため、国、自治体が責任をもっ

た公共交通網の整備を行うことが求められています。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
さ
く

ら
・
汐
入
さ
く
ら
を
自
主
運

行
す
る
京
成
バ
ス
は
、
慢
性

的
な
運
転
手
不
足
、
４
月
か

ら
運
転
手

の
労
働
時

間
な
ど
基

準
改
正
で

現
行
の
便

数
を
維
持

で
き
な
い
と
し
て
、
大
幅
な

減
便
を
提
案
し
て
き
ま
し
た

（
下
表
）
。
こ
の
提
案
に
つ

い
て
区
は
「
運
行
経
費
の
補

て
ん
は
し
な
い
」
と
い
う
立

場
か
ら
「
了
承
」
す
る
態
度

で
す
。

し
か
し
地
域
公
共
交
通
会

議
の
場
で
も
「
利
用
者
が
置

き
去
り
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
区
は
、
町
屋

さ
く
ら
廃
止
で
利
用
者
が
ど

う
な
っ
た
の
か
、
調
査
す
ら

し
て
い
ま
せ
ん
。
区
民
の
移

動
手
段
を
ど
う
や
っ

て
確
保
す
る
か
は
、

区
の
重
要
な
役
割

だ
と
思
い
ま
す
。


